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頑張る人達とあなたへ声援を届ける医療と健康のフリーマガジン ご自由にお持ちください
C

ontents   

な
で
し
こ
チ
ア
ー
ズ

経
営
企
画
室
よ
り
救
急
拠
点
構
築
の
進
捗
状
況 

最
新
・
救
急
車
受
入
れ
状
況

老
朽
化
が
進
む
救
急
車
の
更
新
を
目
指
し
て

３,
0
0
0
万
円
以
上
の

ご
寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
!

地
震
を
想
定
し
た
、も
し
も
の
と
き
の
訓
練

新
任
副
院
長
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

看
護
部
よ
り
お
仕
事
紹
介
p
a
r
t
❷

看
護
補
助
者
を
ご
存
知
で
す
か
？

今
月
の
レ
シ
ピ 

香
味
野
菜
の
冷
製
パ
ス
タ

登
録
医
訪
問 

藤
田
内
科
消
化
器
科
医
院（
西
区
）

職
場
訪
問 

医
療
情
報
課

C
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ひ
た
む
き
に
医
療
と
向
き
合
い

挑
戦
し
続
け
る
臨
床
研
修
医

医
師
免
許
を
取
得
し
、

医
学
部
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
医
師
た
ち
は
、

臨
床
研
修
医
と
し
て
2
年
間
の

初
期
臨
床
研
修
に
臨
み
ま
す
。

当
院
で
は
10
名
の
臨
床
研
修
医
を
迎
え
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
現
代
、

若
手
医
師
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
意
気
込
み
を
持
っ
て

日
々
の
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
る
の
か
。

共
に
新
潟
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の

長
谷
川
医
師
、
田
中
医
師
の
お
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

臨床研修医／ Junior resident

長谷川 耀
YOU Hasegawa
Profile	
2019 年 4 月　新潟大学医学部　入学
2025 年 3 月　新潟大学医学部　卒業
2025 年 4 月　済生会新潟病院　勤務
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そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
胸
に

医
療
現
場
で
活
躍

――
お
二
人
は
同
窓
生
な
ん
で
す
ね

長
谷
川
　
同
じ
学
年
で
、
た
ま
た
ま
同

じ
集
合
住
宅
に
住
ん
で
い
た
け
れ
ど
、

当
時
は
挨
拶
を
交
わ
す
程
度
で
し
た
。

――
医
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

田
中
　
高
校
時
代
に
理
系
科
目
が
得
意

だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
人
と
直
接
関
わ

れ
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
。医
師
と
い
う
職
業
で
あ

れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
従
事
者
の
方

と
関
わ
り
つ
つ
、
た
く
さ
ん
の
患
者
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要

に
な
る
。そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

長
谷
川
　
両
親
共
に
医
者
で
す
。小
さ

い
頃
か
ら
よ
く
職
場
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
時
、患
者
さ
ん
や

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ

て
い
る
両
親
の
姿
を
見
て
、「
自
分
も
そ

う
な
り
た
い
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。父
は
循
環
器
内
科
、
母
は
腎

臓
内
科
の
勤
務
医
で
す
。

――
数
あ
る
病
院
の
中
で
当
院
を

研
修
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由
は
？

長
谷
川
　
昨
年
の
本
誌
で
、
同
じ
く
研

修
医
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
大
学
時
代
の

先
輩
、
藤
井
一
輝
先
生
を
追
い
か
け
て

き
ま
し
た（
笑
）。研
修
医
と
し
て
先
輩

の
働
く
姿
を
見
て
、迷
わ
ず
志
望
。研
修

が
始
ま
っ
て
以
来
、
尊
敬
す
る
先
輩
と

ほ
ぼ
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

臨床研修医／ Junior resident

Interview
  

臨
床
研
修
医 

長
谷
川 

耀
／
田
中 

愛
子

Profile	
2019 年 4 月　新潟大学医学部　入学
2025 年 3 月　新潟大学医学部　卒業
2025 年 4 月　済生会新潟病院　勤務

田中 愛子
AIKO Tanaka

一般教養／基礎医学
臨床医学／病院実習

大　学（医学部6年）

〈スーパー・ローテート方式〉
２年間の臨床研修で必須科目をはじ
め、選択必須科目、選択科目とさまざ
まな科を回り、プライマリ・ケアの基本
的な診察能力を修得します。

研修指定病院にて
2年間の臨床研修

臨床研修医として

　一般的には、医学部を卒業し
「学士（医学）」を取得後、医師
国 家 試 験に合 格し医 師 免 許を
取得します。その後、研修病院と
して選んだ病 院 で２年 間 の「 臨
床研修」を受けます。３年目からは

「専門研修」となり、各専門の領
域を学びます。

高　校

医師国家試験

医　師

専門研修

大学病院、総合病院
などに勤務

医師になるまでの過程
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田
中
　
私
は
、
医
学
部
6
年
の
時
に
こ

ち
ら
の
呼
吸
器
内
科
で
実
習
し
、
初
め

て
の
医
療
現
場
を
体
験
さ
せ
て
も
ら

い
、
ぜ
ひ
臨
床
研
修
で
も
お
世
話
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

――
現
在
は
ど
ち
ら
の
診
療
科
で

研
修
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

長
谷
川
　
呼
吸
器
内
科
か
ら
代
謝
・
内

分
泌
内
科
と
腎
臓
内
科
に
移
動
し
た

と
こ
ろ
で
す
。次
は
整
形
外
科
の
予
定

で
す
。

田
中
　
循
環
器
内
科
で
の
研
修
に
入
っ

て
い
ま
す
。内
科
全
体
で
の
研
修
は
だ

い
た
い
6
週
間
ほ
ど
。そ
の
前
は
、
長
谷

川
先
生
と
同
じ
、
呼
吸
器
内
科
で
学
び

ま
し
た
。

――
業
務
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

長
谷
川
　
診
療
科
に
よ
り
ま
す
が
、
代

謝
・
内
分
泌
内
科
で
は
糖
尿
病
の
患
者

さ
ん
へ
の
厳
密
な
血
糖
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。血
糖
値
の
推
移
を
正
確
に
把

握
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
と
経
口
血
糖
降
下

薬
を
調
節
し
て
い
く
こ
と
が
主
な
内
容

で
す
。腎
臓
内
科
で
は
、患
者
さ
ん
と
今

後
の
治
療
方
針
を
決
め
る
重
要
な
相
談

の
場
に
、
先
輩
医
師
と
共
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

田
中
　
循
環
器
内
科
の
疾
患
は
幅
が
広

く
、例
え
ば
、心
筋
梗
塞
の
よ
う
に
今
す

ぐ
に
治
療
を
必
要
と
す
る
疾
患
が
あ

れ
ば
、
慢
性
心
不
全
の
よ
う
に
長
く
経

過
を
見
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
疾

患
を
持
つ
患
者
さ
ん
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。約
6
週
間
の
研
修
で
、救
急
外
来
に

対
応
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
に
進
ん
だ
り
、じ
っ
く
り
と
薬

の
量
を
調
整
・
検
討
し
た
り
と
多
種
多

様
。最
初
に
経
験
し
た
呼
吸
器
内
科
と

は
違
う
大
変
さ
が
あ
り
ま
す
。

――
志
望
す
る
専
門
領
域
は
？

田
中
　
将
来
的
に
内
科
に
進
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。学
生
の
頃
は
、
社
会
復

帰
を
促
す
た
め
の
慢
性
期
医
療
を
専
門

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。循
環

器
内
科
で
急
性
期
の
対
応
を
研
修
す
る

中
で
、
強
い
苦
痛
を
訴
え
る
患
者
さ
ん

が
治
療
の
過
程
で
、数
週
間
後
に
は
、笑

顔
で
退
院
さ
れ
て
い
く
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。慢
性
期
は
慢
性
期
で
長

く
患
者
さ
ん
と
関
わ
れ
る
魅
力
が
あ

り
ま
す
が
、
急
性
期
の
治
療
も
や
り
が

い
が
あ
る
と
知
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。

長
谷
川
　
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
体
を
動

か
し
た
い
の
で
、
手
技
の
あ
る
内
科
医

に
な
り
た
い
と
今
は
考
え
て
い
ま
す
。

消
化
器
内
科
や
呼
吸
器
内
科
で
す
。

専
門
領
域
を

決
め
る
た
め
の

貴
重
な
2
年
間

――
臨
床
研
修
に
あ
た
っ
て

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

田
中
　
臨
床
研
修
が
終
わ
る
と
、
医
師

は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
診
療
科
を
選
び
、

専
門
性
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、実
際
の
医
療
現
場
で
は
、専
門
外

の
症
状
を
持
つ
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
2

年
間
で
専
門
領
域
に
縛
ら
れ
す
ぎ
ず
、

幅
広
い
診
療
科
の
知
識
を
学
び
、
自
分

の
も
の
に
で
き
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い

ま
す
。

長
谷
川
　
田
中
先
生
が
言
う
よ
う
に
、

総
合
的
な
視
野
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら

の
医
療
現
場
で
は
と
て
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。特
に
、
高
齢
患
者
さ
ん
の
増
加

に
よ
り
複
数
の
疾
患
を
抱
え
る
場
合
も

多
く
な
り
ま
す
。自
分
の
専
門
診
療
科

だ
け
で
な
く
、
他
の
診
療
科
の
知
見
を

持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。学
び
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
日

頃
か
ら
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
き
た
い

で
す
。

――
理
想
の
医
師
像
は
？

田
中
　
医
学
部
5
年
時
の
臨
床

実
習
か
ら
多
く
の
先
生
方
と
出

会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
、

患
者
さ
ん
と
の
接
し
方
、
考
え

方
が
多
様
で
驚
き
の
連
続
で
し

た
。臨
床
研
修
で
は
ど
の
診
療
科

で
も
、
し
っ
か
り
と
患
者
さ
ん
の

声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
医
師
に

な
り
た
い
で
す
。い
か
に
患
者
さ

ん
と
信
頼
関
係
を
結
ぶ
か
、
ど

う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
を
臨

床
研
修
で
身
に
つ
け
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川
　
患
者
さ
ん
を
治
療
す

る
こ
と
は「
山
を
登
る
こ
と
」に

例
え
て
考
え
て
い
ま
す
。登
山
ガ

イ
ド
が
関
わ
る
よ
う
に
、
ど
こ

か
ら
、
ど
う
登
る
か
を
登
山
者

本
人
に
考
え
て
も
ら
い
、ガ
イ
ド

が
助
け
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
。患
者
さ
ん
が
登
山
者
だ
と

し
て
、医
師
で
あ
る
自
分
は
ガ
イ

ド
の
立
場
に
徹
す
る
。ご
自
身
の

決
断
を
尊
重
し
、サ
ポ
ー
ト
し
つ

つ
頂
上
ま
で
寄
り
添
っ
て
ゴ
ー

ル
を
目
指
せ
る
医
師
に
な
り
た

い
で
す
。　

 

（
聞
き
手  

松
永 

春
香
）

臨床研修医／ Junior resident
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臨
床
研
修
医 

長
谷
川 

耀
／
田
中 

愛
子

Q1.ご出身＆学生時代の思い出は？

Q3.いつかチャレンジしたいことは？

Seeking the real portrait

生豆から焙煎し、自分で挽いて丁寧にコーヒーを淹れ
たいです。もともと興味があったの
ですが、本誌 2023 年 1月号でも紹
介された呼吸器内科の市川先生の
コーヒー愛、その啓蒙！からの絶大
なる影響です。

動 物 が 大 好きで（ 動 物 園
に行くのも好きです）、でも
ペットを飼ったことがないので、いつかペットを飼い
たいなぁと思っています。写真はオーストラリア旅行
で、コアラを抱っこさせてもらった時のもの。必死にし
がみついてくれてかわいかったです。

以前、食事だけで東京ディズニーシーのファンタジー
スプリングスホテルを訪れ、同じパーク一体型ホテル
としてよく比較されるミラコスタよりも料理がおいしく
て感動。それ以来、どうしても泊まってみたい！と思う
ようになりました。人気が高くて何ヵ月も前から予約
が必要ですが、なんとしてでも
行きたいですね。

東京都豊島区の下町情緒あふれる駒込で高校まで
過ごしました。転勤族だった
ので出生は名古屋。他の土
地にも暮らしたことがありま
す。大学では子どもの頃から
ずっと続けてきたバイオリン
で、オーケストラ部の部長と
して活動していました。

千葉県の幕張が出身地です。大学時代は藤井一
輝先生と同じ軽音部に所属し、部長を経験しまし
た。卒業シーズンぎりぎりの 12 月まで、毎月講義
室を借りてはライブイベントを開催し、活動を続け
ました。担当楽器はベース、たまにギターボーカル

をやることもあります。
E
エ ル レ ガ ー デ ン

LLEGARDEN と O
ワ ン

NE 
O
オ ク

K R
ロ ッ ク

OCK が好きです。

長谷川 耀医師／田中 愛子医師

素顔拝見

Q2.最近気になっていることは？

同じキャンパスで学生時代を過ごし
それぞれ部長としても活躍されていたお二人。
若さあふれるプライベートについて伺いました。

今 話 題 の N
ニ ン テ ン ド ー

intendo 
S
ス イ ッ チ

witch 2！ 残念ながら抽選にはハズれてしまいまし
たが、店頭に並んだらすぐにでも手に入れたいと思っ
てます。好きなゲームは「ファンタジーライフ」。自由
度が高くて、自分のペースで世界を楽しめる感じが好
きです。あと、DS でよく遊んでいた「たまごっちの
プチプチおみせっち」も、またやってみたいです。

55

切磋琢磨しながらもこの笑顔！今年の研修医たちの絆は強い！



● 1 食分の栄養価

エネルギー 401kcal

たんぱく質 13.0g

脂　質 9.8g

炭水化物 62.0g

食　塩 1.6g

クックパッドに公
開しているレシピ
を 台 所 で どうぞ

aCaring*Recipe

管
理

栄
養

士のいたわり

レ
シ

ピ

パスタは食塩量が多く、高血圧などの減塩が必要な疾患では食
べられないと思う方も多いのではないでしょうか。でもそんな
ことはありません。今回は香味野菜をたっぷり使って、減塩で
もおいしい、夏にぴったりの冷製パスタをご紹介します。

つくり方

ポイント

日本最大の料理レシピサイト「クックパッド」にレシピを公開しています。栄養科による健康レシピのバック
ナンバーは、当院のホームページ「広報誌･ パンフレット」のページからダウンロードすることができます。

■ 香味野菜やにんにくの香りで、薄味でも物足
りなさを感じません。

■ 野菜に含まれるカリウムは、ナトリウム（塩分）
を体外へ排出してくれる働きがあります。

■ しらすのうま味も減塩に役立ちますが、食塩
も多く入っているので、使いすぎには注意が
必要です。

❶ ❷ ❸ ❹

クックパッド　さいせいかいにいがた

香味野菜の冷製パスタ
高血圧の方の減塩に

栄養科監修／久保田 愛（管理栄養士）・内藤 翔（調理師）

カペリーニ（細めのパスタ）
………………………… 2束（80g×2）
しらす……………………………… 20g
オリーブオイル……………… 大さじ１
みょうが…………………………… 2個
青しそ……………………………… 4枚
おくら……………………………… 4本
かいわれ大根…………… 1 ／ 4パック
ミニトマト………………………… 6個
　　　塩………………… 小さじ1 ／ 2
　　　レモン汁……………… 大さじ2
　　　黒こしょう………………… 少々
　　　おろしにんにく… 1 ／ 2かけ分

材料〈 2人分 〉

★

❶ パスタは袋の表示時間通りに茹でた後、氷水でしめる。よく水を切ったあと、
オリーブオイルを絡めておく

❷ みょうがと青しそは千切りに、おくらは茹でて小口切りに
❸ しらすと❷を混ぜ、合わせておいた★を加える
❹ パスタに❸を絡める
❺ 皿に❹を盛り付け、1.5cm幅に切っておいたかいわれ大根と、4等分にし

たミニトマトをのせて出来上がり♫
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入院・外来患者さんへの 
「患者満足度調査」実施のお知らせ

　当院では、より良い病院づくりのために患者
満足度調査を右記の日程で実施を予定しており
ます。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

（サービス向上委員会）

Information

8 月1日（金）〜 31（日）の期間中に
退院される患者さん

8 月25日（月）〜 29日（金）の期間に
外来受診される患者さん

● 調査実施日と対象の方 

外 来

入 院

77

皆様からいただいたご意見の中からご紹介するチアーズボイス

お礼の言葉

　スタッフの方々の細かな親切に感動です。
入院中は、患者である私たちに対する声が
け・会話がとても心に染みました。掃除され
ている方々の患者に対する接し方も、日頃感
じることが できなかった一 言
がとても身に染み、反省させ
られました。

　月 1 回、親の付添いで通院しています。毎
回昼食ではカフェを利用しているのですが、
美味しいのと店員の方々が優しく対応してくだ
さるので、とても満足していま
す。お年寄りにも丁寧に話し
たり、会計でまごついてもゆっ
くり待ってくださったり、あり
がたいです。今後も利用した
いと思っています。

　「会計時にもらう用紙にバーコードを印字し、それで会計が済むようにしてほしい」と投書
したところ、後日、導入を検討中であること、そして 2024 年 4 月には導入予定であること
を丁寧なお手紙で知らせていただきました。そのご対応に感動いたしました。そして現在、
予定通りシステムが変更され、診察券を再び出すことなく、すべての会計処理が完了するよ
うになっており、小さな声にも耳を傾け、善処していただけたことに心より感謝申し上げます。



老朽化が進む救急車の更新を目指して 
3,000万円以上のご寄付が集まりました！

Crowdfunding

Progress

済生会新潟病院（経営企画室）　五十嵐・古川
電話番号：025-233-6161(代表）Eメール ：crowdfunding@ngt.saiseikai.or.jp

Cheers！6月号のクラウドファンディングの記事に誤りがありました。読者の皆さまならびに関係
各位に、ご迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げ、訂正いたします。
声援コメント①：誤）医犠従事者　正）医療従事者／声援コメント②：誤）地域医癖　正）地域医療

● 本件に関するお問い合わせ先 

　走行距離が 26 万キロを超えた病院救急車の更新を
目指して4 月21日から7 月18日まで挑戦してきた当院
のクラウドファンディングは、7 月18日現在で 539 人
の皆さまから、31,101,287 円（速報値）のご寄付をい
ただいています（寄付額が確定しましたら、本誌次号で
お知らせします）。これまでご支援をいただきましたすべ
ての皆さまに、謹んで御礼申し上げます。本当にありがと
うございました。
　寄付金につきましては、新しい病院救急車および搭
載する医療機器類の調達（見積額約 3,000 万円）に充
てさせていただきます。

　なお、調達時期（納車）は来年の 6 月頃を予定してお
り、納車しましたら皆さまにご披露させていただきます。
　当院はこの救急車をDMAT（災害時緊急派遣医療
チーム）活動のほか、救急車をより多く受け入れることを
目的とした病床確保のための、他院への患者搬送用と
して使用していきます。
　引き続き、当院の取り組みにご理解とご協力をお願い
いたします。

　昨年度、当院が受け入れた救急車は 4,818 台
でした。救急車を受け入れた時間帯では左図の
ように 13 時台と17 時台が最も多くなっており、
日中の受け入れが多くなっています。一方、0 時
台から7 時台にかけてもコンスタントに 100 台
前後の救急搬送があり、深夜から朝方にかけて
の救急対応も重要であることが分かります。
　救急搬送された患者さんの年齢構成では、救
急搬送者の 62.5％が 65 歳以上の高齢者となっ
ており、そのうち75 歳以上が 49.5％も占めてい
ます。5 年前の 2019 年度では 58.6％が高齢者、
75 歳以上が 42.8％でしたので、救急搬送された
患者さんの高齢化が進んでいます。
　これからも救急拠点病院として、24 時間 365
日の救急受け入れ体制を維持し、新潟市の救急
医療を支えてまいります。

経営企画室より救急拠点構築の進捗状況  
最新・救急車受入れ状況

〈救急搬送者の年齢別構成〉

〈数字で見る2024 年度の救急搬送〉

高齢者
 （75歳以上）
49.5％

少年（7歳以上18歳未満）3.2％

新生児・乳幼児（7歳未満）4.7％

成人（18歳以上65歳未満）29.5％

高齢者（65歳以上75歳未満）13.0％
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しおちゃんてらすくん まさきくん しぃちゃん たけくん

6
23月

地震を想定した、もしものときの訓練
Report

　6 月 2 日に新潟佐渡沖で発生した地震を想定し
て、初動対応の災害訓練を実施し、各部署から総
勢 100 名以上の職員が参加しました。
　地震発生を知らせる訓練用の院内放送から訓練
がスタートし、各部署が院内放送と災害対策マニュ

アルをもとに行動するのと並行して、災害対策本部
を立ち上げました。
　本部設置後は段階に応じて、本部が被害状況を
情報収集しながら、病院がどのような対応をしてい
くかの方向性を決定していきました。
　平時からできる準備をしておくことが大切となるこ
とや、地震発生時にまずは何をすればいいのかを
理解しておくことの重要性を、再認識できた訓練と
なりました。もしものときに災害拠点病院として対応
できるよう、これからも平時からの準備を進めてい
きます。

 （防災・災害対応委員会   風間 伸介）

Information 新しい仲間が加わりました 
新任副院長のキャラクター紹介

　当院では、患者さんや地域の皆さんから、当院に親しみを持っ
てもらえるよう、経営管理層をモチーフにしたキャラクターを広
報活動に活用しています。この４月に副院長２名が新たに就任
しましたので、新キャラクターを作成しました。「とびちゃん」と

「じゅんちゃん」です。院長をモチーフにした「てらすくん」た
ちと共に、院内外の広報活動に登場します。今後の活躍に注
目していただけたら嬉しいです。　　　　　 （総務課   吉川 未織）

じゅんちゃんとびちゃん

右記日程は休診日となります。
予めご了承くださいますようお願い申し上げます。

日 月 火 水 木 金 土

8/10
休診日

11
山の日

12
休診日 13 14 15 16

休診日
｜夏季｜休診日のお知らせ

Drさいせい
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Workplace visit 

院内で頑張るスタッフがずらり

職場訪門

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

スタッフリレーコラム	医芳人

臨床工学室　臨床工学技士  
小泉 敦也さんに

バトンタッチ
　今年度から一緒に働いてい
ますが、 経 験 年 数 は 大 先 輩。
笑顔と気さくな性格が 素敵で、
仕事もプライベートも明るく相談
に乗ってくれる優しいお兄さん
です。これからもたくさん頼ら
せてください！

臨
床
工
学
室　

臨
床
工
学
技
士	

浅あ

さ

い井	

輝き

ら

り璃
さ
ん

　

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら

と
い
う
も
の
、
運
動
不
足

を
実
感
し
つ
つ
も
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
や
自
宅
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
三
日
坊
主
で
毎
回
続
か
ず
。

そ
こ
で
運
動
の
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、
幼
少
期
か
ら
高
校
卒

業
ま
で
習
っ
て
い
た
「
空
手
」
を
再
開
し
よ
う
と
思
い
立
ち
ま

し
た
。

　

昨
年
か
ら
、
月
に
数
回
で
は
あ
り
ま
す
が
練
習
時
間
を
設
け
、

大
会
出
場
を
目
標
に
、
ま
ず
は
１
年
間
継
続
で
き
て
い
ま
す
。

体
力
の
衰
え
を
自
覚
し
つ
つ
も
、
無
意
識
に
現
役
時
代
と
同
じ

感
覚
で
動
き
た
く
な
っ
て
し
ま
い
…
。
結
果
身
体
を
痛
め
て
、

後
悔
す
る
ば
か
り
で
す
。
先
日
７
年
ぶ
り
の
公
式
戦
に
も
挑
戦

で
き
、
来
年
に
向
け
て
の
意
欲
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

20
年
程
前
に
共
に
空
手
を
始
め
た
母
も
、
今
も
練
習
を
続
け

て
い
ま
す
。
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
も
あ
り
、
お
互
い
が
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
親
子
揃
っ
て「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

と
し
て
、
空
手
を
楽
し
く
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

次号は

Medical Partners 

医療連携の頼れるパートナー

登録医訪門

　前号に引き続き、看護補助者さんについてのご紹介
です。看護補助者さんから患者さんとのあたたかいエ
ピソードを伺いました。
　
　看護補助者の仕事が初めてで、不安だった入職時、
患者さんから「大丈夫、すぐ覚えるよ」と励ましの声
をかけられ不安が和らいだ事がありました。数ヶ月後
には「慣れた？」と言葉をかけていただき、安心した
事を覚えています。
　さらに退院した患者さんに偶然、外来でお会いした
時には、患者さんの方から声をかけていただく事があ
りました。元気な患者さんの姿を見ることが出来た事
と自分を覚えてくれていた事にうれしくなりました。
入院時は動けなかった患者さんが治療を開始し、歩い
て退院していく経過を見ており、退院後に元気な姿で
会える事は喜ばしいです。

　元気に退院できる患者さんが全てではありません
が、体を拭いた後に「さっぱりした」「また○○さん
お願い」と、普段辛い表情の患者さんの笑顔を見た時
には嬉しく思います。
　患者さんの療養生活を支える事は看護チームの一員
としてやりがいを感じます。

　看護補助者さんと患者さんの微笑ましい様子を垣間
見る事ができます。患者さんとの関わりで看護補助者
さんも癒やされ、嬉しさをもらい、毎日元気に働いて
います。皆さんも一緒に働いてみませんか。

 （B5 病棟副看護師長   山口 美樹）

看護部よりお仕事紹介part❷ 

看護補助者
4 4 4 4 4

をご存知ですか？
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連携医療機関（登録医•病院）からのご紹介•ご予約について

当院の地域医療連携室までご連絡ください。

TEL.025-233-6182〈直通〉   FAX.025-231-5763
※平日8 : 30 〜 17 : 00（土•日•祝日を除きます）
※患者さんからの予約はお取りしておりませんのでご了承ください。
※登録医訪問に掲載ご希望がございましたら、地域医療連携室までご連絡ください。

　

病
院
で
は
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
と
呼
ば
れ
る
、
電
子
カ

ル
テ
や
検
査
、
処
方
な
ど
を

行
う
た
め
の
多
岐
に
わ
た
る

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
日
々
の

診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
情
報
課
の
主
な
業
務

は
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
保

守
・
運
用
・
導
入
で
す
。

　

保
守
業
務
に
つ
い
て
は
、

日
々
の
点
検
や
機
器
の
修
理

対
応
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
い
っ
た
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
し

ま
う
と
病
院
運
営
に
大
き
く

影
響
が
出
て
し
ま
う
た
め
、

日
々
の
予
防
や
早
急
な
対
応

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

運
用
業
務
で
は
、
院
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
、
職

員
の
ア
カ
ウ
ン
ト
設
定
、
業

医
療
情
報
課

Workplace visit 

院内で頑張るスタッフがずらり

職場訪門

務
や
学
会
発
表
で
使
用
す
る

デ
ー
タ
抽
出
と
い
っ
た
業
務

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、シ
ス
テ
ム
の
操
作
方
法
や

運
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

に
対
応
す
る
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
医
療
D
X
と
い
わ

れ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
、
医
療
業
務
の
効
率
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。患

者
さ
ん
の
た
め
に
な
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
病
院
職
員

の
業
務
負
担
軽
減
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。（

医
療
情
報
課 

田
尻 

正
之
）

な
異
常
を
正
常
化
す
る
診
療
科

で
す
。全
身
の
ケ
ガ
(手
や
足
の

筋
や
腱
、顔
の
骨
も
対
象
)、ヤ
ケ

ド
、皮
膚
・
皮
下
の
で
き
も
の
、皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
、
手
や
足
の
変
形
、

眼
瞼
下
垂
、
さ
か
さ
ま
つ
げ
、
ウ

オ
ノ
メ
、巻
き
爪
・
陥
入
爪
、多
汗

症
、ワ
キ
ガ
、キ
ズ
痕
の
治
療
な
ど

の
他
、
自
由
診
療
と
し
て
シ
ミ
取

り
や
脱
毛
、
ふ
た
え
ま
ぶ
た
、
顔

の
皮
膚
の
た
る
み
な
ど
の
美
容
処

置
・
手
術
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
消
化
器
領
域
で
は

大
腸
癌
や
炎
症
性
腸
疾
患
(潰

瘍
性
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病
)な

ど
の
診
療
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、大
腸
内
視
鏡
検
査
を
精
力
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

内
科
消
化
器
科
と
形
成
外
科

を
あ
わ
せ
た
広
い
視
点
を
活
用

し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
新
潟
の

医
療
を
支
え
て
行
く
所
存
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Medical Partners 

医療連携の頼れるパートナー

登録医訪門

信濃川信濃川

中之口川中之口川

↑大野・白根方面↑大野・白根方面

↓青山・黒埼IC方面↓青山・黒埼IC方面

●大野郵便局●大野郵便局

●GS●GS

●コメリ様●コメリ様

第四北越●
銀行様　
第四北越●
銀行様　

フォード●
新潟様　
フォード●
新潟様　

ホテルルートイン様●ホテルルートイン様●

新潟ふるさとむら●新潟ふるさとむら●

信濃川大橋信濃川大橋

中善久

2

8

医師名 小
お が わ

川 和
か ず や

也 先生

住　所 〒950-1102新潟市西区善久108–2

電　話 025–379–1288
診療時間 月 火 水 木 金 土 日祝

9:00 ～12:00 ● ● ● ー ● ●※ ー
15:00 ～18:00 ● ● ● ー ● ー

　

藤
田
内
科
消
化
器
科
医
院
の

副
院
長
の
小
川
和
也
で
す
。当
院

は
、
私
の
義
理
の
父
で
あ
る
院
長

の
藤
田
一
隆
先
生
が
30
年
以
上
前

に
開
院
さ
れ
た
西
区
善
久
に
あ

る
医
院
で
す
。医
師
2
人
体
制
で

ス
タ
ッ
フ
も
増
え
て
手
狭
に
な
っ

た
た
め
、
数
年
前
に
医
院
を
同
敷

地
に
新
築
し
ま
し
た
。

　

当
院
は
そ
の
名
の
通
り「
内

科
・
消
化
器
内
科
」の
診
療
は
勿

論
で
す
が
、私
の
専
門
の一つ
で
あ

る「
形
成
外
科
」の
診
療
も
行
っ
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

形
成
外
科
は
、
お
子
さ
ん
も

含
め
頭
か
ら
足
ま
で
全
身
を
対

象
と
し
て
、
体
表
に
表
れ
た
様
々

藤
田
内
科消化

器
科
医
院

…
…
…
…
…
…
…	

西
区

消
化
器
内
科
・
内
科
・
形
成
外
科

受付／午前 8：30 ～・午後 14：30 ～　※土曜日 9：00 ～ 13：00

1111



なでしこチアーズ

こちらも
注目

済生会新潟病院の

 X（旧Twitter）好評稼働中！
エックス

ツ イ ッ タ ー

お客様専用ナビダイヤル ☎0570-009608

当院HPよりバックナンバーもご覧いただけます。

社
会
福
祉
法
人 

恩
賜 

財
団 

済
生
会

　済
生
会
新
潟
病
院

新潟市西区小新5丁目7番21号アピタ新潟西店

毎週火曜日は生鮮食品を中心に、
お買い得商品盛りだくさん！

どうぞご家族お揃いの上、ご来店くださいませ

どなたさまでも！！

圧倒的な破格プライス

majicaアプリ・UCSカードmajica・
majica donpen card会員さま限定企画

majicaアプリ会員証、UCSカードmajica、
majica donpen cardのご提示でおトクにお買い物！
※majicaカード会員さまも対象になります。

予防医療センターのご案内
「治療」から「予防」へ　予防医療の実現を目指します

済
生
会
新
潟
病
院
　
広
報
誌 

〈
発
行
人
〉
院
長
　
本
間 

照
〈
発
行
日
〉
二
〇
二
五 
年  
八  

月  

一  

日
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で
し
こ
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☎025-233-6669（直通）
予防医療センター受付時間	平日9：30 ～ 11：00
お電話でのお問合わせ時間	平日9：00 ～ 16：30

詳しい内容についてはこちらの
QRコードからホームページでご確認ください

●	人間ドック
●	脳ドック	
●	肺ドック
●	生活習慣病予防健診
●	特定健康診査
●	新潟市がん検診
●	個人健診
●	各種単独検査　等

健診
内容

B棟2階 予防医療センター

当院キャラクター

じゅんちゃん


